
　
その他

宮城県

関東

福島県

山形県

山形県 47.0％

福島県 28.4％

関東 11.5％

宮城県 7.5％ その他 5.6％

来館車車両調査

９月 29 日㈯・30 日㈰調査

　

12
月
に
な
り
、
道
の
駅
米
沢
は

初
め
て
の
冬
に
入
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
４
日
に
東
北
中
央
自

動
車
道  

福
島
～
米
沢
間
が
開
通

し
て
、
早
く
も
１
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
両
都
市
間
の
所
要
時
間
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
だ
け
で
は
な

く
、
冬
期
間
に
お
け
る
栗
子
峠
の

運
転
の
心
配
も
軽
減
さ
れ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
所
か
ら
道
の
駅
米

沢
に
来
館
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
た
め
、
開
業
か
ら
数
回
、
車
両

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
見
て
も
、
東
北
中
央
自
動
車

道
の
効
果
を
実
感
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
調
査
で
も
県
外
の
来

館
者
の
割
合
が
予
想
以
上
に
多

く
、
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
は
福
島
・
関
東
方
面
の

来
館
者
が
３
割
程
度
で
し
た
が
、

９
月
の
調
査
で
は
４
割
に
増
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
県
だ
け
で

見
て
も
当
初
は
２
割
だ
っ
た
来
館

者
が
、
９
月
の
調
査
で
は
３
割
と

な
り
、
両
都
市
間
の
往
来
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
北
中
央
自

動
車
道  

福
島
～
米
沢
間
が
無
料
区

間
で
あ
り
、
と
て
も
便
利
で
あ
る

こ
と
が
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
、
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

道
の
駅
米
沢
は
山
形
県
南
の
玄

関
口
と
し
て
、
多
く
の
お
客
様
の

旅
の
休
憩
所
と
な
り
、
県
内
に
周

遊
い
た
だ
く
拠
点
と
し
て
役
割
を

果
た
す
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
交

流
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
引
き
続
き

邁ま
い

進し
ん

し
て
い
き
ま
す
。

革
を
受
け
、
火
縄
銃

の
原
則
廃
止
と
西
洋

流
の
全
面
採
用
、
下

級
藩
士
の
西
洋
銃
隊

化
、
上
級
藩
士
部
隊

へ
の
大
砲
装
備
が
決

ま
り
、
米
沢
藩
の
軍

団
は
西
洋
式
軍
隊
に

編
成
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
斉

憲
は
藩
政
に
も
尽
力

し
、そ
の
施
政
は
「
鷹

山
公
以
来
の
善
政
」

と
賞
さ
れ
、
幕
府
か

　

戊
辰
１
５
０
年
の
最
後
の
月
と
な

る
今
月
は
、
戊
辰
戦
争
時
の
米
沢

藩
主
上う

え

杉す
ぎ

斉な
り

憲の
り

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
１

幕
末
の
政
局
と

米
沢
藩
の
軍
制
改
革

　

上
杉
斉
憲
は
、
文
政
３
年

（
１
８
２
０
）
に
第
11
代
米
沢
藩

主
上
杉
斉な

り

定さ
だ

の
長
男
と
し
て
米
沢

城
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
天
保
10
年

（
１
８
３
９
）、
父
斉
定
の
死
去
に

伴
い
、
20
歳
で
家
督
を
継
ぎ
、
第

12
代
藩
主
と
な
り
ま
す
。
西
洋
列

強
が
江
戸
幕
府
に
開
国
を
迫
り
、

幕
藩
体
制
の
崩
壊
と
明
治
維
新
へ

向
か
う
激
動
の
時
代
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
斉
憲

は
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
以

ら
何
度
も
褒
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
２

文
久
３
年
の
上
洛
と

公
武
一
和
、
戊
辰
戦
争
へ　

　

文
久
３
年
（
１
８
６
２
）、
斉
憲

は
米
沢
藩
士
を
率
い
て
、
将
軍
徳

川
家
茂
の
上
洛
に
あ
わ
せ
京
都
に

登
り
ま
し
た
。
京
都
警
衛
に
務
め

る
と
と
も
に
、
幕
府
と
朝
廷
が
一

致
協
力
し
て
国
難
に
あ
た
る
公
武

一
和
の
実
現
を
目
指
し
、
諸
藩
と

連
携
し
て
幕
府
と
朝
廷
と
の
仲
介

に
あ
た
り
ま
し
た
。
滞
在
中
、
孝

明
天
皇
の
御ご

前ぜ
ん

で
行
わ
れ
た
軍
事

調
練
に
参
加
し
、
30
匁
火
縄
銃
と

西
洋
式
銃
隊
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

元
治
元
年
（
１
８
６
４
）、
斉
憲

は
幕
府
よ
り
要
職
の
政
事
総
裁
職

の
内
命
を
受
け
ま
す
。
し
か
し
、

幕
政
に
関
わ
る
こ
と
を
危き

惧ぐ

す
る

家
臣
の
意
を
汲く

み
、
斉
憲
は
こ
れ

を
辞
退
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
大

政
奉
還
・
王
政
復
古
な
ど
を
経
て
、

幕
府
は
崩
壊
、
明
治
新
政
府
が
誕

生
し
ま
す
が
、
旧
幕
府
方
と
新
政

府
の
対
立
は
深
ま
り
、
戊
辰
戦
争

が
勃
発
、
斉
憲
や
米
沢
藩
も
そ
の

当
事
者
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

降
、
西
洋
式
の
砲
術
を
取
り
入

れ
、
小
銃
製
造
や
軍
隊
操
練
を
開

始
す
る
な
ど
軍
制
改
革
に
力
を

注
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
に
は
幕
府
の
軍
制
改

幕末に西洋式の軍制改革に注力し、
公
こ う

武
ぶ

一
い ち

和
わ

を目指した米沢藩主
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